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市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方

平
成
24
年
第
１
回
名
寄
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
加
藤
市
長

が
平
成
24
年
度
の
市
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
、
小
野
教
育
長

が
教
育
行
政
運
営
の
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
（
本
誌
に
は
概
要

を
掲
載
し
ま
す
）

　
市
長
と
し
て
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
間
も
な
く
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
の
財
政
状
況
は
、
税
収
の
減
少
や
歳
出
の
増
加
に
よ
り
財
政
赤
字
が
拡
大
し
、
平
成
23
年
度
末
に

お
け
る
公
債
残
高
は
約
６
６
７
兆
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
会
計
税
収
の
約
16
年
分
に
相
当
し
、

国
民
一
人
当
た
り
に
し
ま
す
と
約
５
２
４
万
円
の
借
金
を
背
負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
に
端
を

発
し
た
欧
州
債
務
危
機
に
揺
れ
る
中
で
、
先
進
国
で
最
悪
の
水
準
に
あ
る
我
が
国
の
借
金
は
、
さ
ら
に
膨
張
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
被
害
額
は
16
兆
円
と
も
25
兆
円
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
地
方
財
政
へ
の
影
響
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
日
本
へ
の
影
響
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な
社
会

経
済
情
勢
に
よ
り
、
本
市
の
厳
し
い
行
財
政
運
営
に
拍
車
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
に
係

る
国
な
ど
の
情
報
収
集
に
一
層
努
め
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
は
総
合
計
画
後
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
身
の
丈
に
合
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
の
下

に
、
後
期
計
画
に
基
づ
く
施
策
、
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
、
目
標
と
す
る
将
来
像
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
、
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
し

っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　市政執行方針から

目標とする将来像の実現へ

道
の
駅
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市民と行政との協働
　ここに、市政推進の基本的な考え方を申し上げま

す。

　一点目は、「市民と行政との協働」についてです。

　市民自治を基本に、市民参加と協働による市民主体

のまちづくりを進めるため、名寄市自治基本条例に基

づき、パブリック・コメントの推進とまちづくりに関

する情報の積極的かつ速やかな提供による情報の共有

を図り、市民と行政が互いの役割と責任を適切に分担

して、暮らし続けたいと感じるまちづくりを目指して

まいります。

行財政改革の推進
　二点目は、「行財政改革の推進」についてです。

　厳しい財政状況の下で、これまでも行政サービスの

向上と効率的な行政を目指し、行財政改革を積極的に

推進してきましたが、さらに質の高い行政サービスを

提供するために、民間活力の導入・活用を進めてまい

ります。

　また、まちづくりを堅実かつ効率的に進めるため

に、引き続き行財政改革を推進し、複雑・多様化する

市民ニーズに的確に対応できる職員の育成と職責に応

じたスキルアップを図るため、職員研修の充実に努め

てまいります。

　　
名
寄
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
平
成
24
年
度
も
「
心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
柱

に
、
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
学
校
教
育
で
は
、
名
寄
市
教
育
研
究
所
に
（
仮
称
）
教
育
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
組
織

し
、
校
内
研
究
の
充
実
や
指
導
方
法
の
改
善
、
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
な
ど
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
問
題
行
動
な
ど

の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
名
寄
市
街
地
区
に
お
け
る
小
学
校
の
適
正
配
置
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
名
寄
市
街
地
区
公
立
学
校
統
廃
合

検
討
委
員
会
」
の
報
告
書
を
も
と
に
、
関
係
住
民
へ
の
説
明
会
と
基
本
設
計
の
策
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
次
に
、
社
会
教
育
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
の
名
寄
市
社
会
教
育
中
期
計
画
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
名
寄
市
社
会
教
育
中
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
（
仮
称
）
市
民
ホ
ー
ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
文
化
・
芸
術
の
拠
点
」
「
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
の
場
」
「
賑
わ
い
づ
く
り
の
場
」
と
な
る
よ
う
各
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
基
本
設
計

と
実
施
設
計
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

な
よ
ろ
市
立
天
文
台
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
天
体
観
測
な
ど
を
理
科
教
育
の
中
に
取
り
入
れ
、

学
校
教
育
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
研
究
者
と
の
共
同
観
測
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
の
試
行
結
果
を
受
け
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三

年
生
ま
で
を
対
象
に
、
地
域
の
教
育
経
験
者
な
ど
の
指
導
に
よ
り
本
格
実
施
い
た
し
ま
す
。

　教育行政執行方針から

　  豊かな人と文化を
             育むまちづくり

財産を活かしたまちづくり
　三点目は、「財産を活かしたまちづくり」について

です。

　美しく豊かな自然環境に恵まれ、寒暖の差が大きい

名寄の風土で育まれる良質で安全安心な農産物、中で

も、もち米やアスパラガス、馬鈴しょ、かぼちゃなど

は、本市が全国に誇る名産品です。

　また、地域特性を生かした特色ある施設では、ピヤ

シリスキー場、ピヤシリシャンツェ、サンピラー交流

館カーリングホール、さらには国内最大級の望遠鏡を

有する市立天文台、道北地方の広域医療を担う市立総

合病院や保健・医療・福祉の人材を育む市立大学、道

の駅など多くの財産があります。これらの財産を活用

し、地域の活性化と交流人口の拡大を図るため、官民

一体となり地域資源を磨いてまいります。

天文台


